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１．点検・評価制度について 

（１）概要 

白鷹町教育委員会では、信頼される効果的な教育行政の推進と自らの説明責任を果たすため、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第 26 条第 1項の規定により、「教育に関する事務の管理及び執行状況に関する点検・評価報告書」を作成しています。 

点検・評価を行うことにより、教育行政の課題や取組の方向性を明らかにし、効果的な教育行政の推進を図ります。また、その結

果に関する報告書を議会に提出するとともに公表することにより、町民への説明責任を果たし、信頼される教育行政の推進を図りま

す。 

【参考】 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律(抜粋) 

第 26 条   教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第 1 項の規定により教育長に委任された事務そ

の他教育長の権限に属する事務（同条第 4項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）

の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出

するとともに、公表しなければならない。 

2 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図

るものとする。 

（２）対象事業 

令和４年度に行った主要な事務事業(「当初予算の概要」で示した事業)及び補正予算で追加した主な事業です。 

（３）評価の項目等 

必 要 性 ： 役割分担、町が実施すべきものか、時代ニーズ・町民ニーズを踏まえているか等の視点 

【4:必要不可欠 3:認められる 2:あまり認められない 1:認められない】 

有 効 性 ： 施策を実現する手段・利用者に偏りはないか、成果や効果の把握等の視点 

【4:十分 3:概ね十分 2:やや不十分 1:不十分】 

費用対効果 ： 運営方法、コストに見合った効率的な活動等を行ったか等の視点 

【4:適切 3:概ね適切 2:やや不適切 1:不適切】 

方 向 性 ： 今後の方向性 

【S：完了 A：継続して実施 B：若干の改善必要 C：縮小・大幅な見直し必要 D：廃止・中止 】 
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２．令和４年度　教育委員会開催実績

議　　案

令和 4 年 5 月 19 日 議第 20 号 白鷹町児童生徒等の指定校変更の専決処分の承認について

議第 21 号 白鷹町立小、中学校の学校運営協議会委員の任命について

議第 22 号 白鷹町教育支援委員会委員の委嘱について

議第 23 号 白鷹町図書館協議会委員の任命について

議第 24 号 白鷹町文化財保護審議会委員の任命について

議第 25 号 白鷹町社会教育委員の委嘱について

議第 26 号 白鷹町スポーツ推進委員会委員の委嘱について

議第 27 号 白鷹町スポーツ振興基金運営委員会委員の委嘱について

議第 28 号 白鷹町競技力向上対策委員会委員の委嘱について

議第 29 号 白鷹町学校給食共同調理場運営委員会委員の委嘱について

議第 30 号 白鷹町教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則の制定について

令和 4 年 6 月 15 日 議第 31 号 東根小学校長寿命化工事請負契約の締結に関する意見聴取について

令和 4 年 7 月 18 日 議第 32 号 白鷹町立鮎貝小学校の臨時休業の実施について

令和 4 年 7 月 20 日 議第 33 号 令和５年度使用教科用図書の採択について

令和 4 年 7 月 22 日 議第 34 号 白鷹町立荒砥小学校の臨時休業の実施について

令和 4 年 9 月 1 日 議第 35 号 東根小学校長寿命化工事請負契約の一部変更に関する意見聴取について

令和 4 年 10 月 14 日 議第 36 号 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告書について

番　　号委員会開催日
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議　　案番　　号委員会開催日

令和 5 年 2 月 17 日 議第 1 号 白鷹町学校給食共同調理場運営委員会委員委嘱の専決処分の承認について

議第 2 号 令和５年度白鷹町教育行政一般方針について

議第 3 号 令和５年度白鷹町一般会計予算のうち教育費に関する予算の意見聴取について

議第 4 号 白鷹町教育委員会傍聴人規則の一部を改正する規則の制定に関する意見聴取について

議第 5 号 白鷹町公立学校処務規程の一部を改正する訓令の制定に関する意見聴取について

令和 5 年 3 月 9 日 議第 6 号 白鷹町教育相談員の委嘱について

議第 7 号 白鷹町立小中学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について

議第 8 号 令和５年度白鷹町教育委員会事務局職員の人事異動方針について

議第 9 号 令和５年度教職員人事異動の内申について

議第 10 号 白鷹町教育委員会が保有する個人情報の保護に関する規則を廃止する規則の制定について

令和 5 年 3 月 23 日 議第 11 号 白鷹町蚕桑紬パーク屋内運動場の管理及び使用に関する規則の一部を改正する規則について

議第 12 号 東根小学校長寿命化工事（プール等改修）請負契約の締結に関する意見聴取の専決処分の承認について

議第 13 号 令和５年度白鷹町教育委員会事務局職員の人事異動について

※その他、協議会、学校訪問、各学校行事、研修会等の参加があります。
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３．予算の体系と主な取り組み

「学び、集い、笑顔かがやく白鷹人」の育成

１．学校教育の充実（10款1項～3項、5項） ２．生涯学習の推進（10款4項）

1 教育研究所運営事業 1 社会教育施設管理事業

2 情報教育推進事業（ＧＩＧＡスクール構想推進）

3 学校施設整備事業

4 東根小学校長寿命化事業

5 校内防犯対策環境整備事業 1 放課後子どもプラン推進事業

6 白鷹中学校施設検討・環境整備事業 2 成人式開催事業

7 理科教育等設備整備事業 3 白鷹学講座開催支援事業

8 スクールバス運行管理等事業 4 家庭教育支援事業

9 部活動指導員配置事業 5 地域学校協働本部事業

10 中体連・中文連活動事業 6 白鷹町成績優秀者激励金交付事業

11 学校給食費支援事業

12 学校給食調理等業務委託事業

1 読書感想文及び生活文コンクール開催事業

2 読書活動推進事業

1 地域学校安全指導員配置事業

2 教育相談事業

3 学校生活支援員配置事業

4 要保護及び準要保護児童生徒援助事業

1 新入学児童ランドセル贈呈事業

2 英語指導助手（ＡＬＴ）設置事業

3 英語教育推進事業

4 郷土愛醸成事業（学校紅花栽培）

5 コミュニティスクール推進事業

6 １学級１新聞事業

7 特色ある学校経営推進事業

8 荒砥高等学校魅力化推進事業

9 白鷹高等専修学校支援事業

１．知・徳・体が調和し、社会の変化に対応できる白鷹の子供の育成

２．自他のいのちを大切にし、共生社会の実現に向けた教育の推進

３．地域・人を知り郷土愛を育む教育と質の高い教育の推進

１．生涯学習推進体制の整備

２．生涯学習としての自発的な学習活動に対する支援

３．町立図書館の充実
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３．文化芸術の振興（10款4項） ４．スポーツの推進（10款5項）

1 第57回白鷹若鮎マラソン大会開催事業
1 芸術文化振興（芸術祭）事業 2 若鮎マラソンコース公認更新事業

2 伝統芸能保存伝承事業 3 町誕生68周年記念 地区対抗駅伝競走大会開催事業

3 こども芸術文化活動事業

4 梅津五郎記念事業

5 文化交流センター管理運営事業

1 白鷹町スポーツ振興基金事業
2 白鷹町スポーツ協会運営強化支援事業

1 文化財保護対策事業
1 社会体育施設管理事業

1 文化財保護調査事業
2 歴史民俗資料館管理運営事業

３．スポーツ施設の整備・充実

１．文化力の向上

２.文化財等の保護と活用

３．歴史・文化の学習環境の充実

１．健康、体力づくりに向け各年代にあったスポーツ活動の推進

２．スポーツ協会や各種団体の育成
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中項目　　1.知・徳・体が調和し、社会の変化に対応できる白鷹の子供の育成 係名　　　　学校教育係
（№12　調理場管理係）

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】
教職員相互の調査研究等を行い、教育経営や授業等の
実践向上を図りました。

【成果】
全教職員参加のもと、授業を通した研究・研修を行い、
教職員の資質向上につながりました。また、じりつ特別委
員会を設置し、家庭教育を含めた幼・小・中・高校の連続
した育ちを保障する取り組みの充実に資することができま
した。

【事業概要】
ICT機器の活用による主体的・対話的で深い学びの視点
に立ったプログラミング授業の支援を行いました。昨年度
に引き続き、令和４年度も全小中学校で取り組みました。

【成果】
全小中学校において、ICT活用支援員・GIGAスクール
サポーターとして配置し、プログラミング授業やICT機器の
活用支援などを行い、全学年必ず１回はプログラミングに
関わる授業を行い、実践を積み上げることができました。

1,778 4

【その他特記事項】
GIGAスクール実現に向け、昨
年度に引き続き、令和４年度も町
内全小中学校を対象としたGIGA
スクールサポーター・ICT支援業
務として配置しています。

A

改善点／課題／その他特記事項

4

【その他特記事項】
令和４年度の重点
1. 学力向上に向けた研修の充実
2. 不登校対策に関わる課題の解決
3. 特別支援教育に関わる課題の解
決
4. 学校間連携に関わる課題の解決

A

大項目　　1.学校教育の充実

1 教育研究所運営事業 990

情報教育推進事業（Ｇ
ＩＧＡスクール構想推
進）2

4

4

4

4

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　1.知・徳・体が調和し、社会の変化に対応できる白鷹の子供の育成 係名　　　　学校教育係
（№12　調理場管理係）

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　1.学校教育の充実

【事業概要】
　各校で老朽化した施設・設備の改修等を行いました。
　◇小学校費　9,225,599円（修繕費・工事請負費）
　◇中学校費　5,936,169円（修繕費・工事請負費）

【成果】
鮎貝小学校北側柵更新工事、白鷹中学校書庫棟屋根
修繕ほか、各小・中学校の施設改修を行いました。

【事業概要】
老朽化に対応するため、東根小学校校舎屋上防水及び
パラペット屋根塗装、体育館屋根塗装等のリニューアル工
事を行いました。

【成果】
学校施設長寿命化計画に基づき、工事を実施したことに
より、東根小学校の長寿命化に寄与することができました。

【事業概要】
町内小中学校における児童生徒や教職員の安全を確保
するため、録画可能な防犯カメラの更新及び増設、電気
錠の設置を行いました。

【成果】
防犯カメラ及び電気錠を設置することにより、学校施設の
防犯対策の向上に寄与することができました。

3 学校施設整備事業 15,162

5
校内防犯対策環境整
備事業

12,318 4

4
東根小学校長寿命化
事業

4

【その他特記事項】

　各小学校の施設・設備の老朽化
が顕著であるため、振興実施計
画に基づき、計画的に改修を
行ってまいります。特に、児童生
徒の安全に直結する箇所につい
ては、優先的に取り組んでまいり
ます。

4 4 A

4

104,161 4 4 A

【その他特記事項】

A

【その他特記事項】

4

4

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　1.知・徳・体が調和し、社会の変化に対応できる白鷹の子供の育成 係名　　　　学校教育係
（№12　調理場管理係）

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　1.学校教育の充実

【事業概要】
老朽化が進む学校施設について、近隣市町村の中学校
を視察するなどして、今後のあるべき姿の検討を行いまし
た。
また、学校施設の利便性向上を図るため、校舎１階体育
館前トイレの洋式化工事を行いました。

【成果】

学校施設の今後のあるべき姿について、先進的な学校
施設を見学したことによって、将来的な学校施設のビジョ
ンについて見解を深めました。また、トイレの洋式化工事を
実施したことにより、学校施設の利便性の向上に寄与する
ことができました。

【事業概要】
理科教育の振興を図るため、理科備品の整備を行いま
した。（国1/2補助）
　令和4年度は小学校分の整備を行いました。

【成果】
　理科教材の充実が図られた。

6
白鷹中学校施設検
討・環境整備事業

4,488 4 4 4 A

【その他特記事項】

7
理科教育等設備整備
事業

1,085 4 4 4 A

【その他特記事項】

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　1.知・徳・体が調和し、社会の変化に対応できる白鷹の子供の育成 係名　　　　学校教育係
（№12　調理場管理係）

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　1.学校教育の充実

【事業概要】
児童生徒の通学の利便性と安全性を確保するため全町
的にスクールバスを運行するとともに、学校行事や中体連
等にも活用しました。また、東根地区の児童生徒が通学に
利用する路線バスの定期代も全額負担しました。

【成果】
スクールバス11路線、タクシー便２路線、路線バス2路線
で運行しています。学校行事・部活動・クマ出没等にも柔
軟に対応しました。

【事業概要】
部活動指導員1名を配置し、平日の部活動時間の指導
や休日の遠征等の引率を行いました。

【成果】
文化部を含め全ての部活動を担当し、平日・休日の部活
動への指導を主として１０５日２１０時間の配置を行いまし
た。また、専門分野を生かし、ストレッチや体幹を鍛えるト
レーニングに時間をかけていただきました。

【その他特記事項】
有効的な配置を行い、教員の負
担軽減につなげることができまし
た。部活動指導員配置事

業
9

8
スクールバス運行管理
等事業

A

【その他特記事項】

全路線の運行は、令和３年度か
ら3年間の長期継続契約を締結し
ています。

59,936 4 4 4

365 4 4 4 A

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　1.知・徳・体が調和し、社会の変化に対応できる白鷹の子供の育成 係名　　　　学校教育係
（№12　調理場管理係）

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　1.学校教育の充実

【事業概要】
　部活動活性化のための経費として支出しました。

【成果】
生徒が出場する各種大会への参加費用等を支援し、負
担軽減を図りました。
令和４年度は、当初予算の1,800千円に追加交付で
1,500千円を加え3,300千円を交付し、実績額が2,401千円
であったため差引残高の899千円を戻入しました。
　◇中体連等大会派遣費　2,400,933円

10
中体連・中文連活動
事業

【その他特記事項】

◆地区中体連県大会出場
<団体>
女子バスケットボール部、サッ
カー部、男子柔道部、男子低学年
４×１００ｍ、女子低学年4×100ｍ、
女子共通4×100ｍ
<個人>
柔道５名、剣道３名、ソフトテニス2
名、バドミントン1名、
陸上競技のべ17名
水泳のべ17名
◆東北大会出場
<団体>
サッカー部
<個人>
柔道部1名、陸上部３名
◆全国大会出場
サッカー部
◆地区新人大会県大会（決勝大会）
出場
<団体>
　ソフトボール
<個人>
　柔道部３名、剣道部2名
◆駅伝大会県大会出場
<団体>
　男子、女子

2,401 4 44 A

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　1.知・徳・体が調和し、社会の変化に対応できる白鷹の子供の育成 係名　　　　学校教育係
（№12　調理場管理係）

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　1.学校教育の充実

【事業概要】
主食等の値上がりにより、副食費が圧迫される中で、給
食費を値上げすることなく、給食内容の質の維持及び向
上を図るため、補助金を交付しました。令和元年度から消
費税増税分を町負担とするため、補助金を増額しました。

【成果】
児童生徒の栄養価の確保と保護者の経済的負担の軽
減が図られました。

【事業概要】
　学校給食の調理・配送業務委託を実施しました。

【成果】
　2期目となる委託業務は概ね順調に進みました。

11 学校給食費支援事業 9,500 4 4 4 A

【その他特記事項】
当初予算4,500千円のところ、
６月議会において、5,000千円増
額補正しました。

12
学校給食調理等業務
委託事業

61,930 4 4 4 A

【その他特記事項】

　長期継続契約
（H31.4.1～R6.3.31)

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　2.自他のいのちを大切にし、共生社会の実現に向けた教育の推進 係名　　　　学校教育係

事業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】
スクールガードリーダーを1名配置し、通学路の点検・確
認、巡回パトロール、見守り隊への指導・助言などを行いま
した。(国・県・町それぞれ1/3負担)

【成果】
配置した1名により、通学時の安全指導を行い、児童生徒
の安全な登下校につながりました。クマ出没や不審者情報
の際も立哨指導を行いました。

【事業概要】
教育相談員2名を委嘱し、不登校児童生徒の対応や学
校・家庭訪問等の教育相談、学校担当者との教育相談定
例会を実施しました。
県配置では対応できない急を要する要請に対応するた
め、スクールカウンセラーを依頼する町独自の対応を行い
ました。

【成果】
別室登校児童・生徒の指導及び定例会における助言指
導を行いました。また、教育委員会で直接スクールカウンセ
ラーを配置し、不登校・不適応、特別支援関係の対応を行
いました。

大項目　　1.学校教育の充実

教育相談事業

【その他特記事項】

2 955 4 4

改善点／課題／その他特記事項

A

4 A1
地域学校安全指導員配置
事業

222 4 4

4

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　2.自他のいのちを大切にし、共生社会の実現に向けた教育の推進 係名　　　　学校教育係

事業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

大項目　　1.学校教育の充実

改善点／課題／その他特記事項

【事業概要】
授業や集団生活等に適応できない児童生徒の対応や、
習熟度別学習にも対応するため、小学校に８名、中学校に
3名の支援員を配置しました。

【成果】
各学校の事情に応じた学習指導や、特に支援が必要な
児童生徒の対応など、きめ細かな対応ができました。

【事業概要】
経済的に困難な状況にある世帯の児童生徒について学
用品費や修学旅行費・給食費など、就学に必要な援助を
行いました。

【成果】
　実人数34名に就学援助費を給付しました。
　◇小学校費　1,947,857円（22名）
　◇中学校費　2,263,082円（12名）

3

4
要保護及び準要保護児童
生徒援助事業

学校生活支援員配置事業 24,991 4 A4

4,211 4

4

A44

【その他特記事項】

経済情勢の変化等による家庭の状況
の変化などに応じ、途中認定などを積
極的に行い、要保護世帯等の学校生
活への支援を行っていきます。

【その他特記事項】

令和２年度より１名増の１１名による対
応を行っています。４月に、生活支援
員に対する研修会を実施し、資質向上
に取り組みました。

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　3.地域・人を知り郷土愛を育む教育と質の高い教育の推進 係名　　　　学校教育係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】
町内児童の新入学を祝い、健やかな成長を祈るととも
に、保護者の経済的負担の軽減等を図るため、町内で製
作されたランドセルを贈呈しました。令和５年度新入学児
童分を購入し贈呈しました。

【成果】
申請により希望の色等を選択していただき、贈呈者は76
名となりました（対象者82名 入学者81名 ※１名町外へ転
出）。

【事業概要】
小・中学校の英語学習の充実と英語に触れる機会を増やすた
め、英語指導者の派遣を受けました。令和4年度も全4名で対応
しました。うち１名は、日本人ALTとして、町会計年度職員として
配置しました。

【成果】

民間事業者から英語指導助手の派遣を受け、1名が中学校専属、２名
が小学校4校で英語活動に対応し、小学校4校では、１校につき週3～5
日授業対応を行うことができ、理解を深めることにつながりました。また、
１名の日本人ALTは、週１日ずつ小・中学校へ配置しすることで、日本
語でもコミュニケーションをとりながらALTと教員がより連携して授業づく
りを行うことができました。

【事業概要】

英語４技能検定「GTEC」を小６～中２に実施し、求められる
資質・能力の理解と教職員の指導力向上に取り組みました。

【成果】
英語教科・英語活動への支援、英語教材の作成等を行
い、教員やALTと連携した授業を実施しました。

A

【その他特記事項】
町の魅力的な子育て支援策として、事
業内容を町内外に広く周知していきま
す。

1
新入学児童ランドセル
贈呈事業

英語指導助手（ＡＬＴ）
設置事業

2,591 4 4 4

19,232 4 4 4 A

4 4 A

大項目　　1.学校教育の充実

2

【その他特記事項】

改善点／課題／その他特記事項

英語活動の充実のため、ALTと教員と
の連携をさらに強化し、小・中学校にお
ける英語活動の推進を図っていきます。

【その他特記事項】

3 英語教育推進事業 1,509 4

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　3.地域・人を知り郷土愛を育む教育と質の高い教育の推進 係名　　　　学校教育係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

大項目　　1.学校教育の充実

改善点／課題／その他特記事項

【事業概要】
生まれ育った町を愛する心を育てるため、「日本の紅を
つくる町」プロジェクトの一環として、すべての小中学校で
紅花の栽培に取り組みました。

【成果】
小学校は学校敷地内の畑で、中学校は杉沢地内に借り
た畑で紅花栽培を実施しました。全小中学校で摘んだ若
菜は学校給食でスープに添えて提供したほか、中学校で
は紅餅づくりにも取り組みました。

【事業概要】

地域住民や保護者等が学校運営に積極的に参画しより良
い学校づくりを推進するため、学校運営協議会を各小中
学校に設置します。

【成果】
令和3年度より全小中学校にて設置しました。学校教育
目標の共有を進めることで、教育活動への理解や学校課
題解決に向けた地域との協働的な取組の促進につながっ
ています。
令和4年度：小学校：231千円　中学校：27千円

116 4 4 4 A

5
コミュニティスクール推
進事業

4
郷土愛醸成事業
（学校紅花栽培）

258 4 44

【その他特記事項】

A

各校の取組の共有と研修会を実施し、
町全体での取組の好事例を共有し、各
校の実態に応じた取組を支えてまいりま
す。予算については、地域学校協働本
部事業内にて、対応。

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】

15



中項目　　3.地域・人を知り郷土愛を育む教育と質の高い教育の推進 係名　　　　学校教育係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

大項目　　1.学校教育の充実

改善点／課題／その他特記事項

【事業概要】
小学5年から中学3年の全学級に新聞を購入し、児童生
徒が新聞に親しみ学習に活用できる環境を整備しました。

【成果】
朝や帰りの会で興味のある記事を紹介し、教室に掲示す
るなど新聞に触れ活用する機会が増えました。また、地域
や社会の出来事に関心を持ちながら生活する態度が育ち
ました。

【事業概要】

地域の学校という位置づけのもと、総合的な学習を通し
てスポーツ・環境・福祉・農業など、各校の特色に合わせた
学習等を行いました。

【成果】
小学校については郷土愛の醸成、中学校については職
業観の醸成に成果がありました。
◇小学校費　558,800円
◇中学校費　330,440円

7
特色ある学校経営推
進事業

4 4890 4 A

46 １学級１新聞事業 525 4 4 A

【その他特記事項】
新聞活用により、学習の理解を深める
手がかりとなる知識を得ることができまし
た。今後は、読み方の研修なども行い、
より効果的な新聞活用を目指すことが必
要です。

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　3.地域・人を知り郷土愛を育む教育と質の高い教育の推進 係名　　　　学校教育係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

大項目　　1.学校教育の充実

改善点／課題／その他特記事項

【事業概要】
荒砥高校を地域の特色ある単独高校として存続させるた
め、地域と共同した活動などの支援を行いました。

【成果】
◇特色ある学校づくり支援事業　299,794円
専門的な知識や技術をもつ講師から指導を受けること
で、授業の内容が充実し、生徒のコミュニケーション能力
向上やキャリアアップを図ることができました。また、地域社
会への関心や学習と実生活のかかわりに関する新たな視
点を与えることにつながりました。
荒砥高校の魅力を伝える機会として、オープンスクール
などにおいて、生徒の頑張りや活躍ぶりについてPRするこ
とができました。
◇学習支援員設置事業　　　　1,221,130円
特別な支援を要する生徒に対する支援が手厚く行われ
るようになり、それぞれの生徒の特性に応じた成長が図ら
れました。また、学校全体の教育環境が整備され、学習活
動や生徒会活動などの諸活動の活性化が図られると共
に、生徒一人ひとりを大切にする学校として、荒砥高等学
校の魅力向上につながりました。
◇荒砥高校地域連携協議会活動補助金　160,000円
令和２年度に策定した「荒砥高等学校魅力化計画」に基
づき、高校魅力化コーディネーターを中心に各事業を実
施しました。
◇荒砥高校活性化事業補助金　2,476,209円
新入生応援事業や、チラシの作成、部活動強化対策のほ
か、令和4年度から新たにオンラインコンテンツの導入支援
やデリバリー型学食に取り組みました。

8
荒砥高等学校魅力化
推進事業

4,158 4 4 4

【その他特記事項】

A

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　3.地域・人を知り郷土愛を育む教育と質の高い教育の推進 係名　　　　学校教育係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

大項目　　1.学校教育の充実

改善点／課題／その他特記事項

【事業概要】
　学校経営、教育活動の充実のための支援を行いました。

【成果】
学校運営全般を支援するとともに、複式学級を解消する
ことができました。
◇学校運営補助　　　　7,033,000円（町単独補助金）
◇教育充実支援負担金　407,925円（法令外負担金）
平成28年度から置賜3市5町で2,450千円を負担していま
す。

7,441 4 4 49
白鷹高等専修学校支
援事業

A

【その他特記事項】

<教育充実支援>
平成26年度は白鷹町で2,200千円を、
平成27年度は長井市、白鷹町、飯豊
町、小国町で2,450千円を負担しました。
学校運営補助金は、当初4,663千円で
したが、エネルギー価格の高騰に対応
するため、3月議会で2,370千円増額補
正しました。

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　１．生涯学習推進体制の整備 係名　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】
社会教育施設（鮎貝ふれあい広場、山峡体育館）の管理
を委託し、施設の適切な維持管理を行いました。

【成果】
地元区等に管理を委託し、良好な管理を行っていただ
きました。

大項目　　2.生涯学習の推進

改善点／課題／その他特記事項

1
社会教育施設管理事
業

728 4 4 4 Ａ

【その他特記事項】

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　２．生涯学習としての自発的な学習活動に対する支援 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】
休日の子どもの安全・安心な居場所づくりを目的として実
施するもので、地区コミュニティセンター等において、学習
やスポーツ、文化活動、地域住民との交流活動などを行
いました。活動は、蚕桑、十王、鷹山のそれぞれ地区コミュ
ニティセンターに事業を委託して実施しています。

【成果】
コロナ禍においても実施可能な事業及び実施方法等を
模索しながら、ガイドラインを作り実施しました。

【事業概要】
町内在住及び町出身の成人者（20歳）を対象として、毎
年8月15日に開催しています。

【成果】
令和４年度の成人式は、民法改正により１８歳成人となっ
たことから【二十歳のつどい】に名称を変えて実施しまし
た。対象者１５８名のうち９２名が出席しました。

改善点／課題／その他特記事項

【その他特記事項】

A

【その他特記事項】

4 44 A

4 4 4

599

大項目　　2.生涯学習の推進

1
放課後子どもプラン推
進事業

2
成人式開催事業
（二十歳のつどい開催
事業）

507

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　２．生涯学習としての自発的な学習活動に対する支援 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　2.生涯学習の推進

【事業概要】
町民自らが企画運営する事業の実施団体に対し、補助
金を交付することで支援を行いました。

【成果】
〇R4年度事業実績
【申請件数】7件
【交 付 額】1,239,332円

①「養蚕の歴史に触れるチェーンソーアート」
【交付額】174,610円
【申請者】長命不動尊及び三階滝整備会
　　　　　代表　槌谷謙滋郎、井上善晴
【内　容】修験者木造を制作し、修験道に設置する。
【実施日】R4.7.16　　R4.7.17　　R4.9.16
【会　場】山口奨学桜「こんもり子広場」・
　　　　　「蚕桑小学校」
【参加者】80人

②「民具の音をきこう」コラボレーション事業」
【交付額】261,500円
【申請者】山ホド　代表　髙木翠
【内　容】民具を使ったライブコンサートおよびワーク
          ショップの開催。
【実施日】R4.7.20　　R4.7.23
【会　場】 あゆーむ
【参加者】105人

4 A

当初予算：１，０００千円
9月補正：５００，千円

(次頁に続く)

【その他特記事項】

4 4
白鷹学講座開催支援
事業

1,2403

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　２．生涯学習としての自発的な学習活動に対する支援 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　2.生涯学習の推進

3
白鷹学講座開催支援
事業

③「服飾文化講座」
【交付額】200,000円
【申請者】きれ衣　代表　黒澤和子
【内　容】服飾文化しらたかSDGs
【実施日】R4.5.16　　R5.3.31
【会　場】中央公民館大会議室
【参加者】90人

④「佐藤文隆文庫の活用推進事業」
【交付額】70,000円
【申請者】佐藤文隆文庫の活用を進める会　代表　三浦康
【内　容】柴田晋平山形大学名誉教授の講演会
【実施日】R4.11.13
【会　場】中央公民館大会議室
【参加者】46人

⑤「～ココロとカラダにいいことしよう～運動マルシェ」
【交付額】220,000円
【申請者】チーム★健康美プロジェクト　代表　竹田恵美
【内　容】様々な運動講座を提供し、健康・体力づくりの
　　　　　大切さに触れるワンデイイベント。
【実施日】R4.11.13
【会　場】白鷹産業センター
【参加者】200人

(次頁に続く)

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　２．生涯学習としての自発的な学習活動に対する支援 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　2.生涯学習の推進

3
白鷹学講座開催支援
事業

⑥「GOZE」瞽女上映事業
【交付額】181,260円
【申請者】「GOZE」瞽女上映実行委員会　代表　庄司義徳
【内　容】「GOZE」瞽女を上映し、白鷹町における歴史的
　　　　　な民俗文化に触れる。
【実施日】R5.3.1
【会　場】あゆーむ　　荒砥地区コミュニティセンター
【参加者】190人

⑦絵本作家「サトシン」による読み聞かせショー
【交付額】131,962円
【申請者】ミンナのホンダナ　代表　鈴木真知子
【内　容】絵本作家「サトシン」さんによるこども達への
　　　　　読み聞かせ等
【実施日】R4.10.14
【会　場】蚕桑小学校　　ひがしね保育園
【参加者】296人

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　２．生涯学習としての自発的な学習活動に対する支援 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　2.生涯学習の推進

【事業概要】
家庭教育の重要性を考慮し、町内小中学校において実
施する「やまがた子育ち講座」及び町内保育施設等で実
施する「幼児共育ふれあい広場」を支援する事業です。

【成果】
ひがしね保育園、小学校５校において家庭教育講座を
開催し、多くの保護者に参加いただきました。また親子で
食文化の大切さを学ぶ郷土料理教室を開催し、16名の参
加をいただいた。

【事業概要】
「地域の教育力の向上」や「多様な形態の教員支援」な
どを目的に、すべての学校区において事業を実施しまし
た。
地域学校活動推進員を2名配置し、各校の学校支援の
ボランティアの取りまとめを行ないながら、地域全体で学校
を支援する体制の構築を目指し取り組みました（国・県・町
それぞれ1/3負担）。

【成果】
学習環境の整備をはじめ様々な学校活動に対し、延べ
2,657人の方にご協力をいただきました。ボランティア活動
を通して地域と学校の融合・連携の深まりが感じられた。
生徒たちが自らボランティア活動に出ていく機会もあり、積
極的に地区の方と関わる姿を見ることができた。

A

【特記事項】

4 44

【その他特記事項】

4 44 A1804 家庭教育支援事業

1,9195
地域学校協働本部事
業

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　２．生涯学習としての自発的な学習活動に対する支援 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　2.生涯学習の推進

【事業概要】
小中高校生等及びその引率指導者が、生涯学習分野
（文化、スポーツ含）において、県大会等の予選を通過し
全国規模の大会等に出場する者を讃えることを目的に実
施しました。

【成果】
個人11名17件（高校生9名13件、小学生2名2件、指導者2
名2件）、団体2団体4件（21名）に交付しました。

A

【その他特記事項】

4 446
成績優秀者激励金交
付事業

560

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　３．町立図書館の充実 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】

広く町民から読書感想文を募集し優秀な作品を讃えまし
た。平成20年度からは特別賞として童門冬二賞を設けて
います。

【成果】

子どもたちが本を読み、読書感想文を書くことを通し、自
己を見つめるきっかけになるよう実施しています。例年、入
選者の作品集を作成し、学校などに配付しています。令和
4年度は、児童生徒より44点の応募をいただきました。一
般からの俳句・川柳についての応募はありませんでした。

4

改善点／課題／その他特記事項

【その他特記事項】

4 A

大項目　　2.生涯学習の推進

1
読書感想文及び生活
文コンクール開催事業

187 4

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　３．町立図書館の充実 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　2.生涯学習の推進

【事業概要】
幅広い世代を対象に、読書に関する講演会や研修会、
企画展など様々な事業を展開することで、本に親しんでい
ただき、また、多くの方に図書館に足を運んでいただくきっ
かけをつくり、図書館利用者のさらなる増加を目指すととも
に読書活動の推進を図る。

【成果】

・6/19幼児親子絵本作り「あるほなつき」の絵本をつくろう
　21組の親子参加。
・8/21大滝則忠氏（元国立国会図書館長）講演会40名参
加。
・12/4深山さくら氏（絵本作家）齋藤英世氏（ブックスドク
ター）　講演会44名参加。
親子の絵本製作や手づくり絵本の読み聞かせを通して、
親子で触れ合いながら絵本に親しんでもらうことができた。
作家の絵本や童話に込めた思いを聞いたり、実際読み聞
かせを聞いたりする機会を設けることで読書や読み聞かせ
の良さを広めることができた。

4 A

【その他特記事項】

2
読書活動推進事業

160 4 4

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　１．文化力の向上 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】
町芸術文化協会との連携により芸術祭を開催し、芸術文
化の振興と生きがいづくりの機会創出を図りました。

【成果】
10月29日～10月31日の3日間、文化交流センター「あ
ゆーむ」において開催しました。
新型コロナウイルス感染対策を行い、展示部門、音楽部
門、公演部門についてできるだけ通常に近い形で実施し
ました。一般参加者も募り、参加者のべ人数1240名となり
ました。

【事業概要】
｢高玉芝居｣の保存継承と、鑑賞の場を提供するため定
期的な公演を支援する事業です。

【成果】
　高玉芝居の定期公演は、新型コロナウイルス感染症の対
策を講じ、さくらの里文化伝承館で開催することができまし
た。地域の文化に触れることを目的とした出前講座は、蚕
桑小学校の4年生21名を対象に4回開催されました。

4 4

改善点／課題／その他特記事項

【その他特記事項】

芸術文化の振興のため今後とも
継続した開催となるように努めま
す。また、参加者の拡大に向け、
引き続き開催内容の工夫に努め
ます。

A

A

【その他特記事項】

4

大項目　　３．文化芸術の振興

1
芸術文化振興（芸術
祭）事業

2
伝統芸能保存伝承事
業

581 4 4

200 4

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　１．文化力の向上 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　３．文化芸術の振興

【事業概要】
こども芸術文化活動の育成を支援するため、町芸術文
化協会を通して芸術文化活動を行っている団体を支援し
ました。

【成果】
芸術文化協会を通して、次の5団体に補助金各10万円
を交付しました。それぞれ練習、イベント等に活用されてい
ます。
①白鷹町少年少女合唱団
②白鷹日本舞踊子ども教室
③白鷹ミュージカルワークショップ
④子ども茶道会
⑤はーとあーと

【事業概要】
　毎年行われている梅津五郎絵画展、３年に１度(R5)開催
される梅津五郎芸術賞全国絵画公募展に向け、計画的に
絵画の修復、額装等を行います。　R4年度は絵画の額装
(19点)の委託、このほか、梅津五郎宅より新たに寄附され
た絵画の運搬を行いました。

【成果】
　計画的に必要な修復や額装が行われている。

44

4 梅津五郎記念事業 754 4 4 4

【その他特記事項】

A

【その他特記事項】

A

　毎年行われている梅津五郎絵
画展を、令和4年8月30日～9月2
日の期間であゆーむにおいて開
催されました。

500 43
こども芸術文化活動事
業

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　１．文化力の向上 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

改善点／課題／その他特記事項

大項目　　３．文化芸術の振興

【事業概要】

白鷹町文化交流センター「あゆーむ」の管理運営につい
て、指定管理者に委託して実施しています。

【成果】

利用人数については、新型コロナウイルス感染拡大の影
響で32,593人（対前年度比+29％）であったが、新型コロナ
ウイルス感染拡大前のH31と比べると△46％と依然大きく
減少しています。
梅津五郎絵画展、小林東雲墨絵展、美しい風景写真
100人展、河村尚子ピアノリサイタル、白鷹町現代アーティ
スト展、サマーコンサート、落語等、感染対策を充分に
行った上で、幅広い展示やイベントが開催されました。

【その他特記事項】

令和3年度から(株）シグマによる
３期目の指定管理となります。
(R3-R7)
R4は、委託費36,667千円のほ
か、電気代高騰による補助金
1,000千円を交付しています。5

文化交流センター管
理運営事業

37,667 4 4 4 A

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　２．文化財等の保護と活用 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】

指定文化財（国・県・町）の保護管理事業を実施しまし
た。

【成果】

・国・県・町指定文化財管理費補助金交付　６団体
・粥餅田湿原保全活動
・文化財活用コーディネーター設置(学芸員1名)
・龍門図書館管理委託
・カモシカ対応

大項目　　３．文化芸術の振興

1 文化財保護対策事業

改善点／課題／その他特記事項

【その他特記事項】

4,125 4 4 A4

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　３．歴史・文化の学習環境の充実 係名　　　生涯学習・文化振興係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】

文化財の保護、管理及び文化財資料等の調査を行いま
した。

【成果】

・小四王原遺跡の管理
・古文書解読
・埋蔵文化財調査1件

【事業概要】

歴史民俗資料館（あゆみしる）がグランドオープンし、常設
展示、企画展を実施。

【成果】

・来館者853名

4 A

【その他特記事項】

小四王原遺跡について、経年
劣化が進み一部破損もみられる
ため、文化財保護審議会で今後
のあり方を検討していきます。

4 A

【その他特記事項】

令和4年度あゆみしるの主なイベ
ント

4/3～5/29
耐震構造の父　佐野利器　展
7/8～10/2
民具の音をきこう　展
7/23
サカキマンゴーwith民具ライブ
12/9～3/12
粒粒辛苦　展
1/28、2/12
縄ないワークショップ

大項目　　３．文化芸術の振興

改善点／課題／その他特記事項

2
歴史民俗資料館管理
運営事業

2,593 4 4

1 文化財保護調査事業 148 4 4

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　1.健康体力づくりに向け各年代にあったスポーツ活動の推進 係名　　　生涯スポーツ係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】
第57回大会を9月23日(金・祝)に公益財団法人日本陸上
競技連盟公認コースで開催しました。

【成果】
スポーツ振興くじ（toto）助成金2,137千円を受け、実施し
ました。528名がエントリーし、449名が完走しました。

【事業概要】
　白鷹町陸上競技協会に委託し、実施しました。
若鮎マラソン大会のハーフマラソン及び１０ｋｍの部にお
いて、公益財団法人日本陸上競技連盟の公認コースの認
定を受けました。

【成果】
公認コースの認定を得ることにより、本大会の認知度向
上が期待されます。また、ランナーの記録が公式記録とな
ることや東京マラソンの出走権が与えられる「Run as One」
といった様々な取組に参入することができるため、ランナー
へのサービス向上や大会参加の動機付けにつながるもの
です。

【事業概要】
　白鷹町誕生68周年を記念し、10月9日に開催しました。

【成果】
感染症対策の観点から、スポーツ公園を起点とした鮎貝・
蚕桑地区の周回コースにより実施しました。各地区の地域
づくりにつながる４年ぶりの開催となりました。

4 A

【その他特記事項】

3
白鷹町誕生68周年記
念地区対抗駅伝競走
大会開催事業

486 4 4

地区によって、コロナ禍での開催
に対する考え方に大きな差がありま
す。
そのため、今後の開催に向けて
は、関係機関や地区との話し合い
を重ねながら、慎重に進めていきま
す。

44 A

4

大項目　　4.スポーツの推進

1
第57回白鷹若鮎マラソ
ン大会開催事業

2
若鮎マラソンコース公
認更新事業

4,447 4 4 A

400 4

改善点／課題／その他特記事項

【その他特記事項】
新型コロナウイルス感染症対策を
徹底し、開催しました。全国的なエ
ントリー控えの傾向により、エント
リー数が減少した。今後、通常開催
に向けて、調整を図ります。

【その他特記事項】
　認定期間は、５年間です。
魅力ある大会づくりの一環として、
公認コースの認定更新は有効と考
えます。

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　2.スポーツ協会や各種団体の育成 係名　　　生涯スポーツ係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】
スポーツ振興基金運営委員会の決定に基づき、競技力
向上対策事業、スポーツ団体の育成、健康づくり推進を目
的に、基金の交付を行いました。

【成果】
競技力向上対策事業、町体育協会活動助成事業、各競
技団体選手育成事業、町スポーツ健康づくり普及事業、ス
ポーツ推進委員会活動助成事業、スポーツ少年団育成事
業を実施しました。成績優秀者激励金は、4名に激励金を
交付しました

【事業概要】
総合型地域スポーツクラブを統合したスポーツ協会事務
局の体制強化を図りました。

【成果】
新型コロナウイルス感染症の影響ある中、スポーツ協会
の体制強化を図り、各種大会の調整や準備が円滑に進め
られるようになりました。

2

改善点／課題／その他特記事項

【その他特記事項】

この基金は、スポーツ協会加盟
団体、中学校部活動、各地区社
会体育振興会、スポーツ推進委
員、スポーツ少年団、荒砥高校の
スポーツ推進等のスポーツ活動を
活発にするための貴重な財源と
なっています。

4 A4

　今後、スポーツ協会には、ス
ポーツ施設の管理業務なども計
画的に委託していきます。

2,800 4 4
白鷹町スポーツ協会
運営強化支援事業

【その他特記事項】

4 A

大項目　　4.スポーツの推進

1
白鷹町スポーツ振興
基金事業

2,440 4

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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中項目　　3.スポーツ施設の整備・充実 係名　　　生涯スポーツ係

事
業
Ｎｏ

事業名 事業概要及び成果
決算額
（千円）

必
要
性

有
効
性

費
用
対
効
果

方
向
性

【事業概要】
　蚕桑紬パーク、野球場、ソフトボール場、スポーツ交流
館、武道館、町民プール、旧鷹山小学校体育館・グラウン
ド、スキー場、東陽グランド、学校体育館開放など、スポー
ツ施設の維持管理、運営を行いました。

【成果】
　多くの町民の皆さんに、安全に利用いただきました。

4

改善点／課題／その他特記事項

【その他特記事項】

老朽化している施設が多く、優
先順位を決めて対応しています。

4 Ａ

大項目　　4.スポーツの推進

1
社会体育施設管理事
業

45,059 4

■必 　要 　性　【4:必要不可欠　3:認められる　2:あまり認められない　1:認められない】
■有 　効 　性　【4:十分　3:概ね十分　2:やや不十分　1:不十分】
■費用対効果　【4:適切　3:概ね適切　2:やや不適切　1:不適切】
■方 　向　 性　【S:完了　A：継続して実施　B：若干の改善必要　C：縮小・大幅な見直し必要　D：廃止・中止 】
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